














　新生児の死亡率を減少させ,intact snrviva1 を増加させるためには,NICU を

中心とした新生児医療施設の設置および地域化の推進をはかることが必要であ

るが,それに伴ってハイリスク児の輸送体制の確立と輸送方法の改善が重要に

なってくる。わが国における新生児の輸送の現状をみると,患児を携帯用保育

器に入れ,父親がタクシーや自家用車で運ぶというのがほとんどであり,ときに

は生まれた施設の医師や看護婦が同行したり,救急車で搬送するていどである。

これでは輸送中の患児の観察が不十分であり,患児の状態に変化がおこっても

救急処置を行うことができないのみならす,体温の維持や酸素の供給さえも満

足にできたい。


